
学院の近況

本学院では、３月３日に令和７年度卒業証書授与式を挙行しました。
卒業生６名の皆さん、ご卒業おめでとうございました。
また、これまで卒業生を支えてこられたご家族の皆様にも、心からお祝い申し上げます。
さて、今年度も地域の関係機関や団体、外部講師、実習施設など、多くの方々のご支援のお陰
で講義や実習のほか、学院独自の取組などを円滑に進めることができました。
来年度も引き続きよろしくお願いいたします。

本学院は、４月６日に令和８年度入学式を行い、新入生を迎えて新年度に入ります。
卒業生の皆さんも４月からは医療機関等に就職するなど新たなステージに進みます。
「いまの自分」があることは、ご家族をはじめ、同級生や後輩、実習施設の関係者、外部講

師を含めた教員など、多くの方々によるこれまでのご支援のお陰です。こうした方々への感謝
の気持ちを忘れずにこれからも頑張ってください。応援しています！
（学院長：夕下 司）



第115回 看護師国家試験
～ ３年間の集大成 ～

ボランティア・地域との連携
～ 江差町「ネクストイノベーション」 ～

３年生を送る会
～ 学生自治会の活動報告 ～

２月４日に江差町が実施する町づくり事業「ネクストイノベーション」（通称ネクイベ）の
今年度の成果報告会があり、職員２名が参加しました。
ネクイベの「きずなプロジェクト」では、今年度も「江差高看まつり」において地域食堂と
して参加いただきました。
また、今年度新たな取組みとして、炊き出し訓練や子ども食堂を実施し、時期的に学生の参
加は難しかったのですが、職員が参加し、食を通じて地域の方との絆が生まれたと思います。
来年度は、学生が地域の方と交流できるよう、イベントに参加できる機会を増やしていきた
いと思います。
学院として、今後もネクイベの４つのプロジェクト（「元気を届ける」「コネクト」「きず
な」「ちょべっと」）に参加することで地域との交流を継続し、様々な取組みに積極的に関わ
りながら、地域に開かれた学院運営に努めていきたいと思います。
≪副学院長兼事務長：岸部圭介≫

３年生のみなさんへ感謝の気持ちを伝え、
楽しんでもらうことを目的として２月26日に
『３年生を送る会』を開催しました。
以心伝心ゲームとミニバレーを行いました。
以心伝心ゲームでは、回答が揃うたびに歓

声があがり、とても盛り上がりました。
ミニバレーでは、学年を越えて声を掛け合

いながらプレーする姿が見られ、笑顔あふれ
る時間となりました。最後に３年生から国家
試験や実習で大変だったことを伝えて頂きま
した。それをどのように乗り越えたのかなど
アドバイスをいただき、今後の励みになりま
した。≪学生自治会会長：斉藤音々≫

令和８年２月15日(日)、北海道科学大学にて第115回看護師国家試験が行われました。
国試前のHRでは、前日から当日の気持ちの整え方や試験会場までの移動方法について確認

しました。それぞれ宿泊するホテルは違いましたが「会場までは全員一緒に行く」ことに決
定し、みんなで移動方法を話し合う様子が見られました。「６人で１チーム」という意志の
強さと頼もしさを全員から感じました。時間に余裕を持って会場入りすることを優先し、集
合は朝の６時40分、場所は札幌駅構内のミスタードーナツ前に決定。当日は夕下学院長と担
任の竹田が応援に向かいました。少し不安そうな様子の学生もいましたが、全員が集まると
いつもと変わらない賑やかさと笑顔があふれ、駅の改札を抜けていく６人を見送りながら
「この６人なら大丈夫」とほっとしたのを覚えています。国家試
験の自己採点結果は、これまでの模試の結果と同等かそれを上回
る成績となった学生もおり、３年間で身につけた力を存分に発揮
できたのではないかと思います。
合格発表は３月24日14時です。全員に桜が咲くことを心から祈っ
ています。≪国家試験担当：竹田里美≫



１年生

３年生

２年生

３年前の春、社会人経験がある人、地元が江差の人、遠方から入学してきた人など、これま
での生活背景が異なる個性豊かな６人が集まり、学院生活がスタートしました。
初めて患者さんを受け持つ実習で緊張したことや、対象の個別性をふまえた看護過程展開や

援助技術の難しさに悩んだこと、ボランティアやオープンキャンパスなどの課外授業でもチー
ムとしての力を発揮したこと…時には意見や考えがぶつかりお互いの関係性に悩みながらも、
さまざまなことを経験し６人で協力し乗り越えてきました。
４月から看護師としての新生活がスタートしますが、ときにはクラスメイトと連絡を取り合

い、楽しいことや大変なことを共有し支え合っていって欲しいと思います。
保護者の皆様におかれましては、これまでの３年間、当学院の教育にご理解とご協力いただ

きありがとうございました。３月３日、無事に６名が卒業いたしました。保護者の皆様と卒業
生６名の看護師としての未来が、明るく希望に満ちたものでありますよう、心からお祈りいた
します。
《３学年担当：竹田里美》

R5年 春 R7年 春

冬休みが明けてからの２年生は、試験、看護過程展開技術、看護研究などなど、課題の多い
科目に真摯に取り組んでおります。また、国家試験まで１年を切り、徐々に模擬試験の取り組
みにも真剣さが増してきました。看護技術練習について、臨床で患者さんに合わせて提供でき
るレベルにするため皆で話し合いました。原理原則を踏まえた上で、状況設定した事例に合わ
せながらの練習を時間割の空き時間を使って始めました。授業も複合的な技術演習などが入り
難しさも増していますが、内容も充実して取り組んでいます。画像は救急救命の演習です。

《２学年担当：金田いづみ》

１月下旬に基礎看護実習Ⅰが行われました。緊張が強く心配していましたが、実習中は休む
こともなく、多くの学びを得ることができていました。実習経験は、授業や学校生活にも生か
されており、「三年生を送る会」では、自治会の委員長・副委員長が中心に企画・運営し、先
輩に心のこもった思い（感謝）を届けることができました。先輩達からは、国家試験対策や実
習での取り組みについてのメッセージをもらい、これからの自分達の進む道がイメージできた
ようです。
いよいよ来月からは専門性のある看護を学ぶ２年生になります。これまで以上に課題や実習

などで忙しくなります。その準備として、現在、技術練習と模擬試験の復習など、計画的に取
り組んでいます。この１年間、築き上げたクラスの絆で、目標という壁を乗り越えて、成長と
いう新しい景色を見に行きましょう。引き続き、応援しています。《１学年担当：臺坂恵子》



◆始業（２・３学年） ４月３日（金）
◆入学式 ４月６日（月）
※終了後、保護者懇談会（新入生のみ）

◆防災訓練（学院・寮） ４月９日（木）
◆健康診断 ４月15日（水）

学院行事のお知らせ

学院の講堂（体育館）は、災害発生時に
おける江差町の避難所に指定されています。
●位置 ：標高35メートル
●収容可能人数：130人
●開設・運営 ：江差町役場

地域の皆様へのお知らせ

学院内のご紹介
～ ちょっとした場所や備品を紹介します ～

ナイチンゲール像【１階】 図書室【１階】

最新のモデル人形【３階】 教材展示コーナー【２階】

令和７年４月に「多職種連携ハイブ
リッドシミュレータSCENARIO」を導入。
学内演習で活躍しています。
※シナリオに沿って脈拍や顔色などが
変化する全身型シミュレータです。

江差高看にナイチンゲール像があるの
を知っていましたか？
※１階ホールに設置しています。

蔵書約１万３千冊（専門誌約9千500
冊）、看護系雑誌22種類を置き、毎年、
計画的に新しい図書を購入しています。
※漫画もあります。

教材展示コーナーには、人体骨格模型
や内蔵模型など、数多くの看護教材を展
示しています。
※３年生教室の向かい側にあります。

●日程 オンライン ５/21（木）16:30～18:00
対面相談 ４/９（木）,４/23（木）,５/14（木）13:30～17:30

●予約優先ですが、空いていれば予約なしの相談もできます。
予約専用メール sc.soudan@gmail.com
①氏名 ②学年 ③連絡先Tel ④希望日時 ⑤希望方法 ⑥相談内容

スクールカウンセラー

諏訪(すわ)先生

スクールカウンセリングについて ～ 教員と連携し学生の皆様の
学生生活をサポートします ～

mailto:sc.soudan@gmail.com

